
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
よ
う
な
博
物
館

タ
ン
ザ
ニ
ア
北
西
部
の
中
心
都
市
ム
ワ
ン
ザ
か
ら
市
バ
ス
を
乗
り
継
ぎ
、
山
道
を
歩
く
こ
と
約
一
時
間
半
。
ム
ワ
ン

ザ
州
マ
グ
県
ブ
ジ
ョ
ラ
村
に
位
置
す
る
ス
ク
マ
博
物
館
は
、
ス
ク
マ
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
︵
C
B
O
︶
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
る
屋
外
型
の
民
族
博
物
館
で
あ
る
。
同
博
物
館
は
、ス
ク
マ
公
文
書
館
、ス
ク
マ
文
化
調
査
委
員
会
、ブ
ジ
ョ

ラ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
ア
フ
リ
カ
ン
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
手
工
芸
専
門
学
校
と
と
も
に
、
ス
ク
マ
族
の
伝
統
文
化
の
継

承
と
保
存
、
ス
ク
マ
族
の
現
代
芸
術
の
発
展
を
目
指
す
ブ
ジ
ョ
ラ
文
化
セ
ン
タ
ー
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

ス
ク
マ
族
の
伝
統
音
楽
と
融
合
し
た
一
風
変
わ
っ
た
賛
美
歌
を
聞
き
な
が
ら
、
ブ
ジ
ョ
ラ
教
会
の
脇
を
す
り
抜
け
る

と
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム・シ
ョ
ッ
プ
を
併
設
す
る
博
物
館
の
事
務
所
が
み
え
て
く
る
。
来
館
者
は
こ
こ
で
入
館
料
を
支
払
い
、

学
芸
員
と
と
も
に
ス
ク
マ
族
の
伝
統
的
な
建
築
様
式
を
模
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
施
設
を
ま
わ
る
約
一
時
間
の
ツ
ア
ー

に
出
発
す
る
。
藁わ

ら

葺ぶ

き
の
丸
い
形
を
し
た
伝
統
的
な
家
屋
や
、
鍛
冶
技
術
を
紹
介
す
る
館
、
薬
草
と
呪
物
が
並
べ
ら
れ

る
伝
統
医
の
邸
宅
、
独
自
の
数
の
概
念
を
教
え
た
青
空
学
校
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ
ム
の
展
示
が
圧
巻
の
ロ
イ
ヤ
ル・

パ
ビ
リ
オ
ン
、
二
大
ダ
ン
ス
結
社
の
館
。
多
彩
な
展
示
施
設
を
ま
わ
る
う
ち
に
、
来
館
者
は
し
だ
い
に
ス
ク
マ
族
の
文

化
と
芸
術
に
魅
せ
ら
れ
て
い
く
。
ツ
ア
ー
の
最
後
に
は
大
蛇
を
操
る
シ
ョ
ー
も
あ
り
、
予
約
す
れ
ば
敷
地
内
の
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
ス
ク
マ
族
の
ダ
ン
ス
を
鑑
賞
し
た
り
、
伝
統
的
家
屋
を
再
現
し
た
施
設
に
泊
ま
り
ス
ク
マ
族
の
生
活
を
体
験

学
習
し
た
り
も
で
き
る
。
ま
る
で
ス
ク
マ
族
の
生
活
世
界
を
小
さ
く
縮
小
し
た
よ
う
な
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
よ
う
な
こ
の

博
物
館
、
じ
つ
は
ア
ク
セ
ス
の
不
便
さ
も
手
伝
っ
て
、
外
国
人
観
光
客
ど
こ
ろ
か
タ
ン
ザ
ニ
ア
人
に
す
ら
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
こ
の
博
物
館
は
ス
ク
マ
族
が
運
営
す
る
ス
ク
マ
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め
の
施

設
な
の
だ
。

時
代
に
応
じ
て
民
族
文
化
を
創
り
か
え
る

ブ
ジ
ョ
ラ
文
化
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
期
の
一
九
五
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、

同
文
化
セ
ン
タ
ー
内
に
多
数
の
施
設
が
設
立
さ
れ
て
い
く
植
民
地
期
末
期
か
ら
独
立
後
の
社
会
主
義
体
制
期
に
か
け
て

の
時
期
は
、
民
族
を
め
ぐ
る
扱
い
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く
激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
。

植
民
地
期
後
期
、
間
接
統
治
に
適
し
た
政
治
組
織
︵
首
長
制
︶
を
も
っ
て
い
た
ブ
ジ
ョ
ラ
村
は
、
土
着
の
信
仰
を
弾

圧
す
る
従
来
の
布
教
活
動
に
代
わ
り
、
民
族
の
伝
統
文
化
を
取
り
込
ん
だ
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
活
動
を
模
索
す
る
実
験

場
と
し
て
選
ば
れ
た
。
こ
の
地
に
派
遣
さ
れ
た
カ
ナ
ダ
人
の
宣
教
師
ク
レ
メ
ン
ト
は
、
実
験
的
な
布
教
活
動
の
一
環
と

し
て
バ
ナ
・
セ
シ
リ
ア
︵
カ
ト
リ
ッ
ク
音
楽
の
守
護
聖
人
︶
と
称
さ
れ
る
ダ
ン
ス
一
座
や
、
ス
ク
マ
族
の
長
老
で
構
成

さ
れ
る
ス
ク
マ
文
化
調
査
委
員
会
を
組
織
し
た
。

ま
さ
に
ブ
ジ
ョ
ラ
村
で
﹁
ス
ク
マ
族
の
文
化
と
は
何
か
﹂
が
盛
ん
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
直
後
、
時
代
は
大

き
く
揺
れ
動
く
。
独
立
を
果
た
し
た
タ
ン
ザ
ニ
ア
政
府
は
、
独
自
の
社
会
主
義
理
念
に
基
づ
い
て
一
三
〇
以
上
の
民
族

が
平
和
的
に
共
存
す
る
国
家
建
設
を
推
進
す
る
た
め
に
、
植
民
地
期
に
創
ら
れ
た
民
族
集
団
間
の
障
壁
を
取
り
払
い
、

タ
ン
ザ
ニ
ア
人
と
し
て
の
一
体
感
を
阻
害
す
る
よ
う
な
閉
鎖
的
で
対
抗
的
な
民
族
意
識
の
発
生
を
抑
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

政
策
を
実
施
し
て
い
っ
た
。
首
長
制
度
の
廃
止
、
異
民
族
と
の
混
住
を
招
い
た
集
村
化
政
策
、
ス
ワ
ヒ
リ
語
教
育
の
徹

底
化
、
公
文
書
か
ら
の
民
族
に
関
す
る
記
載
の
排
除
な
ど
は
、
ブ
ジ
ョ
ラ
村
の
活
動
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え
た
。
ブ

ジ
ョ
ラ
村
の
人
び
と
は
、
こ
の
民
族
を
め
ぐ
る
扱
い
の
変
化
に
お
い
て
、﹁
失
わ
れ
ゆ
く
民
族
文
化
を
保
存
す
る
﹂
の
で

は
な
く
、
み
ず
か
ら
の
文
化
・
芸
術
を
時
代
の
変
化
に
応
じ
て
刷
新
し
、
他
民
族
と
の
共
生
や
新
し
い
時
代
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
発
展
に
活
用
す
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
ス
ク
マ
博
物
館
を
設
立
し
た
。

毎
年
、
同
博
物
館
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
て
開
催
さ
れ
る
ブ
ラ
ボ
ー
・
ダ
ン
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
タ
ン
ザ

ニ
ア
の
各
地
域
に
拡
散
し
て
暮
ら
す
ス
ク
マ
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
集
結
す
る
。
彼
ら
は
、
ダ
チ
ョ
ウ
の
羽
根
飾
り
や

鈴
の
足
環
な
ど
百
年
以
上
前
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
装
身
具
と
、
パ
ラ
ソ
ル
や
T
シ
ャ
ツ
な
ど
の
現
代
の
装
身
具
を

組
み
合
わ
せ
た
揃そ

ろ

い
の
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、
ス
ク
マ
族
の
伝
統
音
楽
に
、
移
住
先
で
出
会
っ
た
異
民
族
の
音
楽
、
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
な
ど
の
現
代
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
を
融
合
さ
せ
た
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
、
そ
の
巧
み
さ
を
競
い
あ
う
。
時
代
に

応
じ
て
生
き
生
き
と
変
化
す
る
民
族
文
化
の
面
白
さ
を
発
見
で
き
る
。

ス
ク
マ
族
の
小
さ
な
世
界

―
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
ス
ク
マ
博
物
館

小お

川が
わ 

さ
や
か

立
命
館
大
学
准
教
授

「
民
族
文
化
」の
展
示
は
、そ
の
民
族
の
時
間
を
止
め
、固
定
化
し
て

し
ま
う
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
。

タ
ン
ザ
ニ
ア
の
民
族
ス
ク
マ
が
目
指
す
の
は
、自
民
族
に
よ
る
自
文

化
の
創
造
と
伝
承
の
た
め
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。

こ
れ
も
、ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
あ
り
方
の
ひ
と
つ
な
の
だ
ろ
う
。
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